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１．日経225先物取引とは

２．銘柄の種類

３．手数料

（注）　手数料はSBI証券の日経225先物取引手数料で、証券会社により異なります。

４．取引証拠金
先物取引を行うにあたり、差し入れる必要のある一定の金額のことをいいます。

＜特徴＞

① 売り建てと買い建てで証拠金額が異なります。

② 限月ごとに証拠金額が異なります。

③ 証拠金額の更新頻度は毎営業日ごとに異なります。（毎営業日１５時４５分～１６時ごろ）

④ 証拠金額の変更適用はナイトセッション開始時です。

助言メールには概算「ミニについては約○○万円です。」と概算表示します。

＜参考＞SBI証券の証拠金シミュレーター

先物オプション取引サイトから「分析ツール」→「証拠金シミュレーター」を開きます。
商品を選択し、売り建て・買い建てに数量を入れていただくと、証拠金を確認できます。

日経225先物取引というのは、日経平均という「指数」を取引するものです。
基本的な考え方は、個別銘柄の売買と同じになります。
「買い」から入ることもできますし、「売り」から入ることもできます。

１枚あたりの手数料　（注）

日経225先物（以下、ラージ）とミニ日経225先物（以下、ミニ）、マイクロ日経225先物（以
下、マイクロ）の３種類あります。
ミニは、取引単位や必要な証拠金がラージの10分の１となり、マイクロはラージの100分の
１となります。

１．１　先物取引について

つまり翌日１５時１５分の取引まで同額の証拠金となり、その後に始まるナイトセッション
で証拠金額が変動します。

ラージ

１，０００倍

２７５円（税込）

ミニ

１００倍

３８．５円（税込）

マイクロ

１０倍

１６．５円（税込）

取引単位（日経平均株価に対して）

1



４．呼び値と限月

注文する際の値段の刻みのことです。
ラージが１０円、ミニおよびマイクロは５円となります。

ラージ　　　　　　　：　３，６，９，１２月の第２金曜日
ミニ、マイクロ　 　：　毎月第２金曜日
※実質的には第２水曜日です。

５．メリットとデメリット

②　売り建てが可能。
③　夜間取引があり、取引時間が長い。

日中立会　　　８：４５～１５：４５

夜間立会　　１７：００～翌朝６：００ 　 （注文受付は１６：４０から）

夜間における価格変動リスクがあります。

呼び値（単位） ・・・

デメリット レバレッジをきかせた取引となるため、小額で大きな利益を狙える
半面、損失も大きくなります。

限　月 ・・・

限月の期限 ・・・

メリット
①　レバレッジにより、小額で大きな利益が狙えます。

先物取引は、取引できる期限が定められており、これを限月といいま
す。先物取引を行う際には、この限月を選んで注文します。なお、取引
できる限月のうち、最も近い限月のことを「期近」といいます。メールで
指示します。

9:00~11:30 12:30~15:30

8:45~15:45 17:00~6:00
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①　「入出金・振替」をクリック

②　画面下部の「銀行振込お申込み」をクリック

③　３つの銀行から一つをを選択し、取引パスワードを入力します。
「申込」ボタンをクリックします。

④　「お取引関連・口座情報」をクリックすると振込先を確認できます。

表示されている振込先銀行口座へ、ご自身の銀行からお金を振り込みます。

１．２　入金

※「即時入金　対象金融機関」や「リアルタイム入金　対象金融機関」の口座をお持ちの場合はそ
ちらから振込されることをお勧めします。

※「証券総合口座」に入金がされるので、先物取引を行うには「先物オプション取引口座」へ振替す
る必要があります。

＊＊＊＊
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①　「入出金・振替」をクリック

②　画面左の「振替」をクリック

③　「証券総合口座」　→　「先物・オプション取引口座（翌営業日扱い）」にチェックを入れます。

④　証券総合口座から先物・オプション取引口座に移す金額を入力します。

⑤　取引パスワードを入力します。

⑥　「振替指示確認」をクリックします。

⑦　内容を確認の上「振替指示」をクリックします。

１．３　先物オプション口座への振り替え

＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊
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①　「入出金・振替」をクリック

②　「出金」をクリック

③　「出金指示金額」を入力

④　「取引パスワード」を入力

⑤　「出金指示確認」をクリック

⑥　内容を確認の上「出金指示」をクリック

１．４　出金
※先物オプション取引口座から直接出金することはできません。前ページの振替と同様の方法で「先物
オプション取引口座」から「証券総合口座」へお金の振替を行ってから出金手続きを行って下さい。

*********

*********

*********

*********

*********

*********

*********

*********

*********

*********
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１７時以降本番メール

最終判断でチャンスでないと判断した場合は、助言の見送りメールをお送りすることもあります。

新規の指値範囲及び利益確定基準、損切基準を指定します。注文期間は「最終日まで」としてください。

日経先物アシストメールではラージとミニを取り扱います。

速やかに

新規注文と逆指値注文を同時に出す方法です。

各注文の金額等の詳細はメールにて記載します。

IFD①（新規注文）　約定 新規注文　未約定

その時点で損益が確定します。 ①

または

②

後日、逆指値注文の価額変更メールをお送り
します。

後日、逆指値注文を取り消し、決済注文を出
すようメールでお知らせします。

IFD注文

16：40頃　予告メール

１．５　メール受信～損益確定までの流れ

逆指値注文の価格に達した場合 逆指値注文価格に達しなかった場合

翌日昼間取引で約定しなかった場合は継続か、
取消かメールをお送りします。

IFD①が約定した場合、
自動的にIFD②の逆指値注文が出されます
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◯ IFDOCO注文後の流れイメージ

（ミニ１枚買いの例）

※IFD注文は上記の②の利益確定注文をせず、①新規注文と③逆指値注文を行います。

※ミニの場合は取引単位の100倍の損益となるため、900円の値動きは90,000円分の損益額とな
ります。

※上記例において、新規注文価格30,000円まで届かなかった場合は、注文を継続するか取消
メールをお送りすることになります。
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注文操作方法
PC版
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①　「先物・オプション 商品先物」のタブをクリックします。

②　「先物・オプション取引サイト」をクリックします。

―　取引操作説明　―

２．１　先物オプション取引サイト
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◎先物取引ページ（ホーム画面）

◎先物取引ページ（取引画面）

画面中央のグレーのラインを上にドラッ

グすると見やすくなります。
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PC版

２．２　注文入力

① 「取引」をクリック

② 注文する商品を選択（例：ミニ日経２２５先物）

③ 「限月」を選択
直近のものを選択します。

ミニの場合はラージの直近限月、つまり直近

の３の倍数月を選択してください。
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PC版

新規注文と逆指値注文を同時に出します。

２．２．１　IFD注文

⑤ 新規「買」「売」は、メールに記載

⑥ IFD1 （新規指値注文）
新規の指値注文を入力するエリアです。執行条

件を「指値」にし、メールに記載の指値価格範囲

の価格を入力してください。

⑧ 数量を入力

④ IFDをクリック

➓

⑨ 最終日までにチェック

⑦ IFD2 （逆指値決済注文）
IFD１の指値注文が約定された後に自動的に出

される注文です。

執行条件を「逆指値」に変更します。

逆指値条件にてメールに記載の損切基準額を

入力し、「成行（FAK）」を選択してください。

⑩ 取引パスワードを入

力し、「注文確認へ」で注

文画面に進み、注文しま

す。
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PC版

「注文する」をクリックすると正式に注文完了です。

続けて注文を行う場合は「先物新規注文」をクリックして再度注文を入力します。

◯注文確認画面

注文するをクリック
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PC版

２．２．２　IFDOCO注文

⑤ 新規「買」「売」は、メールに記載

⑥ IFDOCO1

（新規指値注文）

新規の指値注文を入力するエ

リアです。執行条件を「指値」に

し、メールに記載の指値価格範

囲の価格を入力してください。

⑨ 数量を入力

④ IFDOCOをクリック

➓ ⑩ 最終日までにチェック

⓫

⑦ IFDOCO2

（指値決済注文）

IFDOCO１の指値注文が約定さ

れた後に自動的に出される注

文です。執行条件を「指値」にし、

指値条件をメールに記載の利

益確定額を入力してください。

⑧ IFDOCO3

（逆指値決済注文）

IFDOCO１の指値注文が約定さ

れた後に自動的に出される注

文です。

執行条件が「逆指値」になって

いるので、逆指値条件にてメー

ルに記載の損切基準額を入力

し、「成行（FAK）」を選択してくだ

さい。

取引パスワードを入力し、

「注文確認へ」で注文画

面に進み、注文します。
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PC版

「注文する」をクリックすると正式に注文完了です。

続けて注文を行う場合は「先物新規注文」をクリックして再度注文を入力します。

◯注文確認画面

注文するをクリック
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PC版

通常注文発注後、新規注文、指値注文、逆指値注文の現状を確認できます。

２．４　建玉の確認

２．３　注文状況確認

【その他表示される文言】
予約中/待機中/受付中/受付不可　等

●出来ず
注文が流れた（約定しなかった）

●発注中
まだ約定しておらず、注文が残っている

●約定済
約定した（注文が通った）

取引状況をクリック

注文一覧をクリック

発注状況を確認

口座管理をクリック

建玉一覧をクリック
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PC版

２．５　注文訂正

※先物取引には指値範囲が定められております。指値範囲は前日終値を基準として原則±８％（場合によっ
ては１２％または１６％）です。IFDOCO注文において、IFDOCO１の新規注文が約定後、IFDOCO２の指値価
格が指値範囲外となった場合、IFDOCO２・３の注文は自動的に取消され、上記の訂正ができなくなります。
こうなった場合は改めてOCO注文にて決済注文を入れる必要がございます。

注文一覧をクリック

取引状況をクリック

訂正する取引区分、執行条件を確認し、「訂正」をクリック。

執行条件が「成行（FAK）」、待機種類が「逆指値」となっているのが逆指値注文です。

執行条件が「指値」となっているが利益確定の「指値注文」です。

IFD注文の場合２段で１セットとなっています。

よって、２段の内いずれの「訂正」をクリックしても同じ画面で新規注文・逆指値注文

の訂正が可能です。

IFDOCO注文の場合３段で１セットとなっています。

よって、３段の内いずれの「訂正」をクリックしても同じ画面で逆指値注文・逆指値注

文の訂正が可能です。
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PC版

確認画面に移りますので、「訂正する」ボタンを押すと訂正注文が発注されます。

２．５．１　IFDの注文訂正

新規の指値注文や逆指値注文などの金額を、メール

に記載された金額範囲に修正してください。

取引パスワードを入力し、「訂正確認へ」をクリック
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PC版

確認画面に移りますので、「訂正する」ボタンを押すと訂正注文が発注されます。

２．５．２　IFDOCOの注文訂正

新規の指値注文や決済指値注文、逆指値注文など

の金額を、メールに記載された金額範囲に修正してく

ださい。

取引パスワードを入力し、「訂正確認へ」をクリック
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PC版

※　取消ボタンをクリックすると、注文取消し画面に切り替わります。

即座に取消注文が発注され、取消完了画面が表示されます。

２．６　注文取消

取消する注文内容を確認

取引パスワードを入力し、「取消する」をクリック

注文一覧をクリック

取引状況をクリック

訂正・取消列の「取消」をクリック
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PC版

２．７．１　決済注文・通常注文
※すでに決済注文を出されている場合は、発注中・待機中の決済注文を取り消しを行ってから、改めて決済注
文を出す必要があります。

指値・成行の別及び価格はご自身でご

判断ください。（メールに記載する場合

もございます。）

取引パスワードを入力し、「注文確認へ」で注文画面に進み、注文します。

取引をクリック
決済注文をクリック

一括決済をクリック

全建玉数量をクリック

自動的に枚数が入力されているので確認する

通常をクリック
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PC版

２．７．２　決済注文・OCO
※すでに決済注文を出されている場合は、発注中・待機中の決済注文を取り消しを行ってから、改めて決済注
文を出す必要があります。

取引パスワードを入力し、「注文確認

へ」で注文画面に進み、注文します。

全建玉数量

をクリック

自動的に枚数が入力されているので確認する

取引をクリック
決済注文をクリック

一括決済をクリック

「最終日まで」を選択

OCO1

（指値決済注文）
「価格」の入力箇所に利

益確定額を入力してくだ

さい。

OCO2

（逆指値決済注文）
逆指値条件にてメールに記

載の損切基準額を入力し、

「成行（FAK）」を選択してく

ださい。

OCOをクリック
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注文操作方法
スマホアプリ版
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①　「SBI証券　先物・オプション」アプリをスマホにインストールします。

②　ユーザーネーム、パスワードを入力してログインします。

※重要なお知らせ等は定期的に確認してください。

３．１　アプリインストール
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スマホ版

３．２　新規注文　商品の選択

① 「先物」をタップ

② 注文する商品を選択（例：ミニ日経２２５先

物）
限月ごとに表示されているので、直近のものを選択します。（ミニ

の場合はラージの直近限月のものを選択してください。）

③ 「新規買・新規売」を選択
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スマホ版

新規注文と逆指値注文を同時に出します。

３．２．１　IFD注文

⑥ IFD1（新規指値注文）
新規の指値注文を入力するエリアです。

・ 売買区分を選択します。

・ 執行条件を「指値」にします。

・ メールに記載の指値価格範囲の価格を入力し

てください。

・ 数量条件は「なし」にします。

④ IFDを選択

⑦ IFD2（逆指値決済注文）
IFD１の指値注文が約定された後に自動的に出

される決済逆指値注文です。

・執行条件の「その他」を選択し、「逆指値」を選

択します。

・ 逆指値条件の価格にメールに記載の損切価

格を入力します。

・ 執行条件を「成行」にします。

・ 数量条件を「FAK」にします。

⑤ 注文枚数を入力

⑧ 有効期間「最終日」を選択

⑨ 取引パスワードを入力し、「確認する」

をタップ。次画面にて必ず注文内容をよく

ご確認の上、注文を発注されてください。
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スマホ版

新規注文と利益確定注文、逆指値注文を同時に出します。

３．２．２　IFDOCO注文

⑥ IFDOCO1（新規指値注文）
新規の指値注文を入力するエリアです。

・ 売買区分を選択します。

・ 執行条件を「指値」にします。

・ メールに記載の指値価格範囲の価格を入力してくだ

さい。

・ 数量条件は「なし」にします。

④ IFDOCOを選択

⑦ IFDOCO2（指値決済注文）
IFDOCO１の指値注文が約定された後に自動的に出され

る決済指値注文です。

・ 執行条件を「指値」にします。

・ 指値価格をメールに記載の利益確定額を入力してく

ださい。

⑧ IFDOCO3（逆指値決済注文）
IFDOCO１の指値注文が約定された後に自動的に出され

る決済逆指値注文です。

・ 逆指値条件の価格にメールに記載の損切価格を入

力します。

・ 執行条件を「成行」にします。

・ 数量条件を「FAK」にします。

⑤ 注文枚数を入力

⑨ 有効期間「最終日」を選択

取引パスワードを入力し、「確認する」をタップ。

次画面にて必ず注文内容をよくご確認の上、注

文を発注されてください。
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通常注文発注後、新規注文、指値注文、逆指値注文の現状を確認できます。

現在保有している建玉の損益情報を確認できます。

３．４　建玉の確認

３．３　注文状況確認

建玉・照会をタップ

注文照会をタップ

発注状況を確認

IFD注文を行った場合、２段で１セットに

なっています。

IFD-OCO注文を行った場合、３段で１セット

になっています。

「注文一覧」に表示されるのは、注

文を出している立会（日中or夜間）

での情報です。

～

～

建玉一覧をタップ

「建玉・照会」を選択
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３．５　注文訂正・取り消し

※注文を全て取り消したい場合は「一括取消」をタッ
プします。

訂正したい注文内容をタップ
・IFD注文を行った場合、２段で１セットになっていま

す。２段の内いずれをタップしても同じ画面に進み

ます。

・IFD-OCO注文を行った場合、３段で１セットになって

います。３段の内いずれをタップしても同じ画面に進

みます。

建玉・照会をタップ

注文照会をタップ

～

「注文訂正」をタップ

※注文を取り消したい場合は「取

消確認」をタップ

※
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３．５．１　IFDの注文訂正

新規の指値注文（IFD1）や逆指値注文（IFD2）

などの金額を、メールで指示した価格に修正

してください。

訂正内容をよくご確認の上

「訂正発注」をタップ
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３．５．２　IFDOCOの注文訂正

新規の指値注文や決済指値注文、逆指値

注文などの金額を、メールに記載された金

額範囲に修正してください。

主にIFDOCO2やIFDOCO3を訂正することに

なります。

訂正内容をよくご確認の上

「訂正発注」をタップ
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３．６　決済注文
※すでにIFD注文やIFDOCO注文にて決済注文を出されている場合は、発注中・待機中の決済注文を取り消し
を行ってから、改めて決済注文を出す必要があります。

～

建玉一覧をタップ

「建玉・照会」を選択

一括表示をタップ

決済注文をする建玉を選択

⑥「建玉一括指定」を選択

⑦「全て」を選択

⑧「評価損順」を選択

⑨「建玉確定」

決済買・決済売をタップ
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３．６．１　決済注文・通常注文

「通常」をタップ

「指値」または「成行」をタップ

上で指値とした場合は指値価格を入力

「なし」をタップ

「最終日」をタップ

取引パスワードを入力

「確認する」をタップ。

次画面にて必ず注文内容をよくご確認

の上、注文を発注されてください。

10

11

12

13

14

15

16
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３．６．２　決済注文・OCO注文

OCO１（指値決済注文）
・ 執行条件を「指値」にします。

・ 指値価格をメールに記載の利益確定額を

入力してください。

OCO２（逆指値決済注文）
・ 逆指値条件の価格にメールに記載の損切

価格を入力します。

・ 執行条件を「成行」にします。

・ 数量条件を「FAK」にします。

「OCO」をタップ

「最終日」をタップ

取引パスワードを入力

「確認する」をタップ。

次画面にて必ず注文内容をよくご確認

の上、注文を発注されてください。

10

12

13

14

15

16
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